
 
 

 
 
 
 
 
 

読書の秋 －校内ビブリオバトル開催しました－ 

１０月１６日（水）、校内ビブリオバトルを行いました。 
それぞれ「自分が読んで面白い！」と思う本を選び、その魅力

について伝えていく「ビブリオバトル」。 
持ち時間は３分間で、４～６年生が２名ずつが参加しました。 

 
全校生を前に大きな緊張を感じながらも、

しっかりと自分の思いを発表することができ
ました。 
発表を聞いていた子ども達からも「あの本

を読んでみたい」というつぶやきが聞かれま
した。 
 厳しい暑さが和らぎ、これから秋の夜長、読書をするのに良
い季節となりました。 
 渋川小では「親子読書」「ノーメディア」を設定しています。 
ぜひ、親子で一緒に読書を楽しんでみてはいかがでしょう。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 各種コンクール、頑張りました  
いろいろなコンクールで活躍の姿が見られました。 
【二本松少年隊に関する作文・感想文コンクール】 

６年生 服部 友喜さん 菱沼 夕竜さん      優秀賞 
【安達地区理科作品展】 

３年生 渡邊  旭さん 渡邊  光さん       金賞 
４年生 佐藤 暖真さん               金賞 

【家庭の日作文コンクール】 
６年生 武藤 聖直さん （11/2 健全育成大会で市の代表として発表します） 

教育目標 「心豊かで、たくましく生きる児童の育成」 ～よく学ぶ子 思いやりのある子 たくましい子～ 
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かしの木  

４年 服部唯華さん 

４年 寺島志音さん 
５年 宗形柚希さん 

５年 加藤洸太さん 

６年 菱沼夕竜さん ６年 樽井 渚さん 

 発表者が本の紹介を始めるとどんどんと話に引き込まれていきます。 

 「あの本読んでみたい」「面白そう！」…。興味が高まっていきます。 



〈渋川コミュニティ・スクール〉 －地域の方の優しさに「感謝」－ 

１０月初めの下校時のことです。 
 学童へ向かう途中で、１年生の子ども達がハチと遭遇したそうです。 

 （子ども達だけで下校していたので、怖かったと思います） 
 大きな声でわめいたり、騒ぎ立てたりすることなく、静かにハチから
身を守る行動を取ることができたという話を聞き、嬉しく思いました。 
 
 ただ、ハチが苦手だった子は、その場から動けなくなったようです。 
 どうしたら良いか考えた末、子ども達は地域の方にヘルプを求めました。 
 地域の方が、安全な場所へ移動させてくれるとともに、学童まで送り届けて下さ
って事なきを得たということでした。 

 （本来であれば、直接御礼申し上げるところでしたが、お名前も分からず…。） 
 今回の件を聞き、改めて、子ども達は地域の方に見守られ、そして、支えていた
だいていると感じました。この場をお借りして御礼申し上げます。 
 いつも多くの皆様のご協力をいただいておりますことに感謝申し上げます。  
 

校長の独り言 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １０／２６（土） 学習発表会です  
今月末の学習発表会へ向けて、いよいよ練習も大詰めです。 

 各学年、趣向を凝らした演目になっています。 
 一人一人が主役になれる大事な機会です。 
 ぜひ、ご家族そろってお越しいただき、大きな声援をお願いします。 
 

自分が幼き頃、大リーグがこれほど身近なものになるとは全く想像もできませんでした。 

連日、大谷翔平選手の活躍が報じられ、日々記録の更新に胸躍る日が続いています。 

今の子ども達にとって、大谷選手は憧れのスーパーヒーローと言える存在なのかもしれません。 

 先日、ふと（大谷選手が寄贈してくれたグローブは今どこにあるんだ…？）と頭の中をよぎりました。 

 ちょっと不安になりましたが、ありました、ありました！ 用具室の中に、使ってもらうのを

今か今かと待っている感じで。「大事に飾っておく」という学校も多くある中、大谷選手の思いを

受ければ「使ってなんぼ」。子ども達がボールを捕ったり、投げたり、たくさん使う中で「楽しい」

と感じることこそが大谷選手の望んだことだと思い、どんどん使わせていきたいと考えています。 

 さて。 ３年生が誘ってくれるので、グローブと柔らかボールを持って一緒にいざ校庭へ！ 

 なんだか童心に返り、ワクワクしながら足取り軽く飛び出していきます。 

柔らかいボールなので、素手でも全然平気なのですが、優しい子ども達は「校長先生がちゃんと捕

れるように」とグローブを渡してくれました。子ども達の思いを受け、「ありがとね」と付けたグロ

ーブ！（でもね、子ども達！この一番小さいサイズのグローブだと、校長先生の指が辛うじて入るだけなので

すよ。しかも、グローブをはめたからといってどんな球でも捕れるわけでは………） 

みんな申し合わせたように、フライやらゴロやら…。「惜しい！」「ほら、ちゃんと捕れたじゃん！」 

「明日もまたやるからね」 （頭の中では「おいイ○ノ」「ナカ○マ」という昭和の国民的アニメの絵が浮かんでます） 

もしかするとなんだか自分も近い将来、野球と教師の二刀流ができそうな気がしています。 

さあ、ここに隠れているのは一体…？ 

次回、その正体が明らかになる（かも）… 


